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第156号 2015. 6.25 

東栄今本町内会連合会 
編集 総務・広報常任委員会 

電話番号 97-8644 

 豊かで明るい  

 安心・安全な地域づくり  
 （防災防犯活動の推進と環境美化運動の確立） 

－たがいに助け合い、協力し合って地域の輪を広げよう－ 

◎ 防災避難訓練 ６月 4日（木）今村公会堂 

◎ 中学生防災隊防災教室 ６月 6 日（土）今本コミセン 

 耐震基準を満たしていない今村公会堂で、健康体

操参加者のご協力のもと、避難訓練を行いました。

生き残ることをあなたも、真剣に考えてください。 

 過去の災害時に、若い力が地域の復興のカギとな

っています。今年も、東山中学生の皆さんに、震災

後の復興講座、日用品を使用しての応急手当や、避

難所生活でのハイゼックス〔簡易炊飯袋〕の非常食

作りなどを体験していただきました。本当に被災し

たとき、この経験が役立ちます。知らないより知っ

ていることで、被災したとき大いに役立つのです。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

◎ 桜子ども会     子ども会便り  
５月９日に、みんスポさんと協力して柳原公園の清

掃と草取りを行いました。肌寒く、時々小雨が降る

中でしたが、みんなで一生懸命頑張りました！ 

地面が固くて草を抜くのが大変でしたが、力一杯

抜く姿はとてもカッコ良かったです☆ 

◎ 納付期限  
6 月末日・町内会費、日本赤十字社費、白山神社志納金 

安城神社奉賛会費 

水のないところに 

蚊はたたぬ 
   (東京都標語) 

 

一つづつ 

殺せども 蚊の 

へらざりき 
     (子規) 

◎ 大震災でけがをしたら、八千代病院？ 6月 21日 北部公民館 参加 74名 

『トリアージ』を知ってますか。大震災の時、限られた医療スタッフと混乱する院内で、緊急を要する重

篤な人から優先的に、『医師』が治療する順番を 4 色分けチャートに区分するものです。6 月 21 日、北部

公民館で市民トリアージ訓練が行われました。病院へ行くか地元で治療するかの判断を『市民』で出来るト

リアージ判定の訓練をしました。そして、比較的軽微なけが人のための応急手当の方法を学びました。                   

右は八千代病院で訓練し  A  B   C        D        E            F 

た際の災害時の被災者例。 

 左から、A年齢、B性別、 

C 診断、D トリアージ区分、 

E けがの原因、F 症状。 

D の項の四色区分とけが 

の関係がよく判ります。 

病院に行かず、地元の救 

護所で治療することで、他 

の助かる命を助けようとす 

るものです。災害が発生し 

たときはけがをしないこと。 

まず、自分のことは自分で 

やることが大切です。 


